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調査結果の概要 

平成27年度養豚農業実態調査の一環として、養豚生産者の方々の国内飼料用米及びエコフィードの利

用実態を調査し、これらをより利用しやすくしコスト削減に資することを目的に実施しました。調査対象

は、「平成21年度養豚基礎調査で回答があった養豚経営者又は農場責任者」と「都道府県養豚協会が27年8

月1日現在確認できている養豚経営者又は農場責任者」を対象としております。 

原則、農場単位での調査となっていますが、実際には経営体単位での回答も多く、「農場」とは経営体

としての回答も混在しています。 

回答農場数は回答した農場の数を示し、回答数は、設問毎の回答数を示しているため、複数回答の設問

については、回答数が回答農場数を上回る場合があります。 

また、同じ項目でありながら回答数、回答農場数に差異が生じているのは、対応する項目の回答数、回

答農場数が異なることによるものです 

 

1．調査回答状況 

平成27年度の調査は、「平成21年度養豚基礎調査で回答があった養豚経営者又は農場責任者」と「都

道府県養豚協会等が27年8月1日現在確認できている養豚経営者又は農場責任者」を対象（4,154件）に調

査を実施した。 

回答が得られたのは1,266農場（廃業等を含む）で全国集計結果の集計に使用したのは、回答の中から

廃業、無効を除いた872農場である。 

 

2． 給与飼料 

 

 １ 飼料給餌体系 

   飼料給餌体系をみると、「市販飼料のみ」が 78.4％と最も多くの農場が使用しており、次いで「市

販配合飼料＋自家配合飼料」が 16.8％、「自家配合飼料のみ」が 4.7％となっている。 

 

２ 年間使用量 

 給与飼料の使用量は 228万トンであり、その種類別内訳は「配合飼料」が 206万 4千トンと最も多

く、「エコフィ－ド」15 万 9 千トン、「その他」3 万 7 千トン、「飼料用米」2 万トンの順となって

いる。 

 

 エコフィードの詳細 

  配合飼料の原料にエコフィードが含まれる場合は、「エコフィード」の利用量は配合飼料の利用量

を記入していただいているが、そのエコフィードの配合割合の平均は35％であり、また、自ら、加熱

乾燥、発酵、液状化等の加工処理を行っている場合の食品残さ受入数量は5万3千トンとなっている。 
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3．飼料用米（意図せず飼料用米に含まれるものは除く。） 

 

1 飼料米の使用の有無 

  飼料用米の使用状況について、「使用したことがない」が 82.7％と最も多く、「現在使用」が 15.5％、

「過去に使用」が 1.8％の順となっている。 

また、「現在使用」の平均使用量（使用量の回答があったもの。以下同じ。）は 314.9ｔ、「過去に

使用」の平均使用量は 11.3ｔである。 

 

2 飼料用米の今後の利用動向（複数回答） 

 飼料用米の今後の利用動向についてみると、「利用を継続」12.3％、「利用を拡大」8.4 ％、「使

用を開始」したい 19.1％となっている。一方、「使用割合を減少」0.3％、「使用を中止」0.6％とな

っている。 

   

3 調達・入手方法（複数回答） 

 飼料用米の調達・入手方法について回答農場数に対する割合をみると、「配合飼料メーカーからの

購入」が 50.7％と最も多く、「稲作農家、集荷業者・業者等」が 47.4％、「自ら飼料用米を生産」が

13.1％の順となっている。「配合メーカーからの購入」の内訳をみると、「飼料用米を配合した飼料

を購入」が 43.1％と大半を占めている。 

 

4  給与形態（複数回答） 

 飼料用米の給与形態を回答農場数に対する割合でみると、「玄米」の給与が 82.2％と多く、「籾米」

は 21.9％と少ない。 

 

5 加工・利用形態（加工方法・配合方法は複数回答有） 

 加工の有無については90.3％が加工しており、その加工方法は「粉砕・破砕」の割合が88.8％とな

っている。配合方法は、「配合飼料として製造を委託」が51.5％となっており「自ら加工し配合」が

36.5％と続いている。 

 

6 飼養ステージごとの給与（配合）割合 

   飼料用米の飼養ステージごとの給与（配合）割合についてみると 142 農場から回答があり、平均の給

与割合は 18.5％であった。北陸が 22.1％と最も多く、近畿が 10.0％と少ない。 

 

7 買取価格 

買取価格の平均は 27.7円/kg、加工した場合の加工賃は平均 16.0円/kg となっている。買取価格に加工

賃を含むか否かについて、68.3％が含むとしている。 
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8 費用負担 

 保管の費用負担については、「調達先が負担」が 51.4％、「養豚農家が負担」48.6％とほぼ半々の結

果となっている。また、運搬については「調達先が負担」が 54.8％となっており、加工については「養

豚農家が負担」が 52.6％となっている。 

 

9－1 飼料用米によるブランド化 

① 飼料用米使用による豚肉のブランド化についてみると、ブランド化している割合は 32.6％となって

いる。 

② 25農場からブランド名をつけて出荷しているとの回答があったが、出荷豚におけるブランド豚の割

合は8％となっており、また、枝肉価格は平均1.6割程度高く出荷、小売価格は2.8 割程度高く販売し

ている。 

 

 

9－2 六次化への取組状況 

飼料用米の六次化の取組状況については、162 農場から回答があり、六次化への取組があるものが 37

農場 22.8％となっている。 

 

 

10 飼料用米に関する情報 

  飼料用米の供給・提供に関する情報の入手先についてみると、「農協等農業関係団体」からの入手が

42.9％と最も多く、次いで「配合飼料メーカー」33.9％、「所属団体」23.2 ％、「普及員等の行政機関」

14.3％の順となっている。 

 

11 今後の方針・課題 

① 平成 27 年度の利用見込量」は 99 農場から回答があり、それらの平成 27 年度の平均利用見込量は

460ｔとなっている。「当面の最大利用量」については 73農場から回答があり、当面の平均最大利用

量は 553ｔとなっている。 

② 今後の飼料用米の利用意向をみると、給与頭数では「給与頭数を増やしたい」32.1％、「給与頭数

を維持する」66.7％となっており両者で 98.8％となっている。給与割合では、「給与割合を増やした

い」49.4％、「給与割合を維持する」50.6％となっており「給仕割合を減らしたい」はなかった。 

③ 飼料用米の利用にあたっての課題 

    現在の飼料用米の利用の有無に関わらず、飼料用米の利用にあたって課題があれば記入していただい

た。その記述内容の主なものは、次の通りとなっている。 

・価格（安価、年間を通じて価格の平準化） 

 ・数量（数量の安定確保、年間を通しての供給、入手先の確保、飼料会社が配合してくれるなら利用） 
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  ・加工（粉砕設備、加工賃、配合の手間） 

  ・保管（保管場所、保管費用） 

  ・流通（コスト、地域の流通システムが未整備） 

  ・飼養成績（栄養価がわからない、発育への影響、豚の消化率、飼料要求率の悪化、配合割合） 

  ・肉質等（肉質への影響、肉色、バラツキ） 

  ・環境（ふん尿量増大） 

  ・出荷先の意向 

  ・農家補助金（継続性の不安） 

 

4． エコフィード 

1 エコフィード利用の有無と今後の動向 

① エコフィードの使用状況について、「利用あり」が 21.9％となっている。 

   

② 今後の意向をみると、「利用を検討中」が 3.0％、「利用してみたい」が 8.4％となっており両者合

わせても 11.4％と少ない。「利用を検討中」の年間平均予定数量は、1,001ｔとなっている。 

 

2 調達方法（複数回答） 

① エコフィードの調達方法をみると、「食品事業者から入手」が 62.1％と最も多く、次いで「リサイ

クル業者から入手」が 36.8％、「飼料販売業者から購入」が 14.1％の順となっている。 

② 「食品事業者から入手」の内訳をみると、「有価で購入」が 37.3％となっており、「無償」が 22.2％、

「飼料化料金を徴収」が 10.8％となっている。 

③ その他は、自家農場、他農場、ゴミ処理業者、出荷業者などからの購入である 

 

3 利用しているエコフィードの主な原料（複数回答） 

 利用しているエコフィードの主な原料は、「食品製造副産物」が 75.6％と最も利用が多く、次いで

「余剰食品」が 40.5％、「調理くず」が 29.8％となっている。 

 

4 エコフィードの給与形態 

 エコフィードの給与形態をみると、「ドライ」が39.1％と最も多く、「リキッド」29.9％、「エコ

フィードを原料に含む配合飼料」27.6％の順となっている。 

 

5 認証エコフィードの利用 

 認証エコフィードの利用の有無をみると、「あり」は 11.1％となっている。 
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6 飼養ステージごとの給与（配合）割合 

 飼養ステージごとの給与（配合割合）ついてみると 174農場から回答があり、平均の給与割合は 40.5％

であった。 

 

7 取引価格 

「エコフィードの原料価格」の平均は 111.2 円/kg、「エコフィードの名称・品名の取引価格」の平均

は 52.3.0円/kgとなっている。 

    また、「エコフィードを含む配合飼料の購入価格」の平均は 29.0円/kgとなっている。 

 

8 食品リサイクル法、廃棄物処理法上の許可等の状況 

 食品リサイクル法、廃棄物処理法の許可等の状況にみると、57農場について回答があった。 

 

9－1 エコフィード利用によるブランド化 

① エコフィード利用による豚肉のブランド化についてみると、「ブランド化有」は 28.4％となってい

る。 

  ② 40農場からブランド名をつけて出荷しているとの回答があったが、出荷豚におけるブランド豚の割

合は 6.6％となっており、また、枝肉価格は 2.2割程度高く出荷、小売価格は 2.3 割程度高く販売して

いる。 

9－2 六次化への取組状況 

   エコフィードの六次化の取組状況については、68農場から回答があり、六次化への取組があるもの

が 17農場、25.0％となっている。 

 

10 エコフィード利用畜産物認証の利用 

 ① エコフィード利用畜産物の利用の有無についてみると、「あり」は 8農場で関東が 4 農場で最も

多い。 

② 今後のエコフィード利用畜産物認証制度の利用見込みについてみると、「あり」は 2 農場のみ

であった。 

 

11 今後の方針・課題 

① 「平成 27年度の利用見込量」は 108農場から回答があり、それらの平成 27年度の平均利用見込

量は 1,486ｔとなっている。「当面の最大利用量」については 85 農場から回答があり、当面の平均

最大利用量の平均は 1,422ｔとなっている。 

② 今後の飼料用米の利用意向をみると、給与頭数では「給与頭数を増やしたい」28.6％、「給与頭

数を維持する」67.0％となっており両者で 95.6％となっている。給与割合では、「給与割合を増や

したい」33.7％、「給与割合を維持する」63.4％となっており  両者で 97.1％となっている。 
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③ エコフィードの利用にあたっての課題 

      現在のエコフィードの利用の有無に関わらず、エコフィードの利用にあたって課題があれば記 

入していただいた。その記述内容の主なものは、次の通りとなっている。 

   ・価格（安価、年間を通じて価格の平準化） 

  ・数量（数量の安定確保、原料の定期的な調達、入手先の確保、飼料会社が配合してくれるなら利用） 

   ・ブレンドする施設、給餌ラインの設備費用 

   ・処理に手間、労力がかかる、ノウハウがない 

  ・保管（保管場所、保管費用） 

   ・輸送コスト                              

   ・飼育成績（栄養価がわからない、発育への影響、飼料要求率の悪化、配合割合） 

   ・肉質等（肉質への影響、肉色、バラツキ） 

   ・環境（衛生、病原性の対策、ふん尿量増大） 

   ・出荷先の意向 

    ・情報 

    ・エコ認証を受けてもメリットがない 

    ・繁殖、あるいはブランド豚であるため使用しない。 

 

5．その他の国内由来飼料 

 その他の国内由来飼料についてみると、28 農場 42 件の回答がありその平均年間使用量は 102.5t で

あった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

6

JPPA008
タイプライターテキスト

JPPA008
タイプライターテキスト
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〔表記方法の説明〕 

１．表中の赤字及び青字は説明文に使用した数値です。 

２．全国、全体以外の赤字は、全国、全体よりも値が大きいもの、青字は全国、全体よりも値が小さい

ものを表しています。 
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別表１　飼料用米の利用にあたっての課題
課題

飼料メーカーが配合してあるもので価格が安ければ利用しても良い。肉質を良くする配合割合は専門家にまかせる。
倉庫使用料負担増大　倉庫使用料の補填必要
いろいろな情報を得たい。
北海道は、飼料米の使用が少なく、ＪＡ組織も余り興味がないようです。また、生産者も飼料米を作付けすることは抵抗
があるようです。
育成速度及び当社環境におけるマッチング
農協に取り組む意志がない
飼料メーカーによるものでなければ給餌上使用できない
量的に、普及のレベルに達していない。情報が少ないため、判断できない。
コストが減るなら利用したい。
入手、貯留等の設備投資の不安
現場での利用、配合は設備、人手の関係もあり、また、一部で差別化販売があり、飼料トレースがある。
コスト、量が多いのでシステム的に工場で配合してくれれば使える。
高コストになるのではないか。
近場で入手しやすいルートがない。定時、定量の入手が難しい。
配合飼料における使用状況を確認する必要がある。
価格が安ければ使いたい。
配合飼料メーカーが製品として販売する場合使用する可能性あり
豚肉販売先からの要請があれば給与することに特段困難はない。（労力としてはただの配合原料としての位置づけ・・
コストは負担していただく。）

飼料メーカーや販売経路をもっている所と提携を考えている。
・生産量の確保　・価格
価格、保管場所
自己調達での使用は難しい。
供給量の安定化
配合飼料メイカーとの調整しだい
必要な量を確保できない
買取価格
飼料工場が対応可能かどうか。
保管場所、単価
親会社が配合飼料メーカー
保管と加工
ストック場所の確保、加工技術等
配合割合と要求率のバランス
飼料米を使用できる環境にいまのところない。
年間を通して利用できる方法を見つけたい
飼料用のストック場所がないため
1年間使用にあたっての飼料米の保管体制をどうするのか？
飼料米のストック場所等がないため
配合飼料メーカーの関連農場のため、農場までのコストや流通など
飼料メーカーが配合飼料に飼料米を配合して販売するのであれば使用したい
飼料メーカーが飼料米入りの配合を販売すれば購入を考えたい
保管場所がない。乾燥する場所が食料米と同じなため、刈り取り時期をずらさなければいけないので、品質、収量に影
響がでる可能性がある。

玄米の粉砕に時間と手間がかかる。
価格、肉色の変化
低価格の維持を補助金を使わずに実現すること。
貯蔵と加工が課題。価格はトウモロコシより安ければならない。
肉質次第
保管場所、攪拌施設
肉質
飼料用米は安定供給が出来ていない。普通の米では、要求率が悪くなる。
粒子がそろいにくい。
厚脂になりやすい。
価格
配合飼料メーカーにどんどん供給してもらいたい。配合割合を増やしてもらいたい。
数量の安定性
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課題
配合飼料を使用しているのでメーカーに希望を伝えたい。
緑の保全のためにも飼料自給率向上のためにも飼料米の利用は必要と考えるが、一生産者が利用を望んでも無理。
当場の場合、単味の利用は出来ないので、工場で完配となったものを使いたい。

飼料米の入手方法や配合割合等の考え方をどのようにしていくのかわからない。
出荷先の好みの問題
飼料米の保管場所がない。粉砕機が高額。
現状　利用しやすい環境に至っていない。
コスト、手間
肉質が悪くなる。脂質が落ちる。
保管方法とコスト、質のばらつき
JAが飼料米配合飼料を供給している
ステージごとの配合割合がわからない。
保管庫
保管、粉砕、値段
倉庫の問題と飼料米だけとしばりがあると、他の米が使いづらい。
１年分の保管が難しい。
飼料価格　肥育豚の肉質等への影響
取引上の条件のため、指定配合飼料を利用している。
消化吸収を高めるための加工（加熱勝利など）が必要
流通の問題（飼料メーカーから米農家への流通）
設備をどう整えるのか
エコフィード、パン、菓子粉等との価格差、使いやすさに劣る。
メーカで配合してもらうのが利用しやすい
保管場所、品質保持（自分で保管した場所）
設備の調達
自家配ならば使えるが完配とのコストより安くないと使う意味がない。単味の飼料米とした場合単価／Kgは？、粉砕し
てあるのか。
安価な飼料米保険倉庫の確保
価格が安価で調達できれば使用したい
配合飼料に入っている米の分だけで自分では使用しない。
保管と移動
地域内での流通システムが未整備、保管時のねずみの対策。
配合飼料にすでに15～30％配合されているので、自家利用をどこまでいれられるか。
粉砕されたものでないと使えない
粉砕方法
ふんの量が多くなる
飼料米を使用するメリットが多ければ 使うと思う（肉質が良くなる。価格が安い等）
配合飼料にプラスする飼料のためのグレードの飼料を求める。
価格、保管、加工、運搬
①粉砕設備の問題、②栄養設計の問題、③配合飼料の形状がペレットであること
廃米を利用しているため
消化不良の心配
具体的な利用方法はない
配合をどのようにおこなうのかわからない。
メーカーが飼料米を扱っていない。
飼料米の栄養がまったくわからない
保管場所の確保・保管費用・運賃、トランスバック処理費
取組相手
単価が高いのが課題
年間を通して供給できること。価格の平準化と安価であること。
もっと詳しい情報を知りたい。
生徒のプロジェクト活動に活かしたい。
農家補助金の継続性
実験的に飼養しているため、飼料用米を使う見込みはない。
高い。２０円／ｋｇでなければ、メリットがない。
今後設備投資をしてまでの元気も体力もない
耕種農家の飼料用米作付は補助金があることが大きく影響していると思われる。今後の作付けも補助金次第であり、
使用については不安な麺もある。
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課題
値段が高い
販売上必要なら使用する。
価格面でもっと低価格にならないか
付加価値
価格
粉砕・配合に手間がかかる
価格（運送、保管含む）
残留農薬などの安全性（そのため、食用のくず米を利用）
価格が安ければ利用したい
保存が課題
保管場所の確保・配合飼料の混入の手間
価格、豚の消化率
無駄な取組としか思えない。
コスト
試験区の設定が難しい。
ブランド豚を作る上で、餌が限定されている。
保管
米の配合割合で肉質がどうであるか確立できていないのではないかと思う。
調達方法がわからない。
コストと労力の問題。飼料米の確保が難しい。
調達方法がわからない。
手間がいるので食べさせない。
高い
自家配合施設に投資するつもりはない。
米を加工しなければいけないこと。
自家配の設備を導入しなければいけない。
飼料米の保管など
飼料メーカーで配合してくれれば利用したい。
配合飼料メーカーからの購入飼料で飼料用米を利用するかもしれない
1年間継続して使用する場合、保管方法が課題。特に夏場の保管。
飼料屋が、配合飼料に飼料米を入れて、安くなるのであれば入れてほしいと思っている
認知不足
地域的に早期水稲であり、乾燥や貯蔵に経費がかかり、価格面で不利
農協系統の飼料を使用しているが、全農、経済連等で飼料米が配合されれば使用したい。
籾すり機のメンテナンス
価格及び効果
コストと発育の問題
飼料会社が飼料米を使いやすい様にして欲しい。
1時期業者からの声かけがあり使用したが、業者の都合で入手が出来なくなった（くず米）。
飼料米の事がよくわからない。
コスト、機械利用
当地域では、安定的な入手が困難
高いからコスト高になる、30円/ｋｇ以下だったら使う
単価が分からない。調達方法が分からない。情報がない。
わからない
現状のコストでは使えない
近くで飼料用米が生産されていない
飼料メーカー
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別
表
２
　
利
用
し
て
い
る
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
主
な
原
料
の
種
類

食
品
製
造
副
産
物

余
剰
食
品

調
理
く
ず

農
場
残
さ

馬
鈴
薯

ポ
テ
ト
チ
ッ
プ
、
お
か
ら
、
ビ
ー
ル
か
す

コ
ロ
ッ
ケ
半
製
品
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ク
ッ

キ
ー
、
お
か
ら

小
麦
粉
、
小
麦
ね
り
物

豆
腐

カ
ル
ビ
ー
、
じ
ゃ
が
り
こ

カ
ボ
チ
ャ
、
長
い
も
、
リ
ン
ゴ
粕
、
ビ
ー
ル
粕
、
醤
油
粕

小
麦
粉
、
菓
子
く
ず
、
ホ
エ
ー

ホ
エ
イ

黒
豆
、
カ
ボ
チ
ャ
、
イ
モ

大
豆
粕

パ
ン
、
麺
類
、
菓
子

ラ
ー
メ
ン
・
う
ど
ん
・
そ
ば

コ
ン
ビ
ニ
（
パ
ン
・
お
に
ぎ
り
）

長
い
も

も
な
か
か
す
、
ワ
ン
タ
ン
か
す

ク
ッ
キ
ー
、
う
ど
ん
、
ラ
ー
メ
ン
、
そ
ば
、
せ
ん
べ
い
、
酒
粕

パ
ン
、
麺
類
、
ナ
ッ
ツ
類
、
菓
子
、
チ
ョ
コ

パ
ン
く
ず

パ
ン
屑
、
酒
粕

菓
子
く
ず
、
ラ
ー
メ
ン
く
ず

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
く
ず

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
、
ア
ー
モ
ン
ド
、
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ

ツ
パ
ン
粉
、
乾
麺

病
院
食

豆
腐
粕

パ
ン
、
か
し
粉
、
ラ
ー
メ
ン
等

粉
ミ
ル
ク
等

じ
ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま
い
も
、
胡
椒
、
米
粉
製
造
残
渣
、
焼
酎
粕
、
ホ
エ
ー

油
脂

さ
つ
ま
い
も

菓
子
パ
ン
粉

小
麦
粉
、
豆

菓
子
く
ず

菓
子
粉
、
干
い
も
残
渣

生
地
、
せ
ん
べ
い

パ
ン
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
、

う
ど
ん
、
ラ
ー
メ
ン
、
パ
ス
タ

パ
ス
タ
粉
、
菓
子
粉

菓
子
く
す
、
パ
ン
ロ
ス
品

期
限
切
れ
冷
凍
品
（
野
菜
、
パ
ン
生
地
）
、

チ
ー
ズ
、
酒
粕

米
飯
残
り
、
野
菜

牧
草
、
野
草
、
カ
ボ
チ
ャ

ホ
エ
ー
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食
品
製
造
副
産
物

余
剰
食
品

調
理
く
ず

農
場
残
さ

タ
ピ
オ
カ
で
ん
ぷ
ん
、
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
、
き
な
こ

パ
ン

ホ
エ
ー
、
パ
ン
、
ラ
ー
メ
ン
、
米
飯
、
小
麦
粉

菓
子
、
ラ
ー
メ
ン
、
パ
ン

煮
豆

パ
ン
、
ラ
ー
メ
ン
食
品
残
さ

パ
ン
（
食
品
残
さ
給
食
セ
ン
タ
ー
）

パ
ン
工
場
に
て
余
剰
製
品

パ
ン
屑

菓
子
く
ず
、
大
豆
く
ず
、
マ
グ
ロ
く
ず

お
か
ら
、
シ
ロ
ッ
プ
、
焼
酎
粕
、
ビ
ー
ル
粕
、
卵
殻

混
合
残
さ
（
ベ
ー
ダ
ｰ
系
、
ス
ー
プ
系
、
給

食
系
）
、
パ
ン
屑
、
菓
子
屑
、
飯
屑
、
そ
の

他
不
産
豚
情
報
が
多
い
た
め
､利
用
し
な
い
。

パ
ン
粉
、
菓
子
粉

C
S
L

パ
ン
、
卵
、
弁
当

野
菜
く
ず

な
し

C
S
L

パ
ン
、
卵
、
弁
当

野
菜
く
ず

な
し

C
S
L

パ
ン
、
卵
、
弁
当

野
菜
く
ず

な
し

食
パ
ン
の
耳
、
麺
の
く
ず

ご
は
ん
残
さ
、
弁
当
残
さ
、
パ
ン
の
残
さ

ノ
ー
ケ
ン
マ
ー
ケ
ッ
テ
ン
グ

パ
ン
く
ず
、
小
麦
粉
、
菓
子
粉

米
糖
、
フ
ス
マ
、
グ
ル
テ
ン
フ
ィ
ー
ド
、
お
か
ら

パ
ン
、
菓
子
、
せ
ん
べ
い
、
小
麦
粉
、
米

粉
、
カ
レ
ー
粉
、
グ
ラ
タ
ン
、
う
ど
ん
、
ラ
ー
メ

ン
肉
、
野
菜
、
卵
、
食
パ
ン
、
ご
飯
、
魚
類

お
か
ら
、
カ
ツ
オ
ダ
シ
の
残
り
、
ら
っ
か
せ
い
粕

カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
、
パ
ン
用
ミ
ッ
ク
ス
粉

ギ
ョ
ウ
ザ
、
野
菜
屑
等

米
、
パ
ン
、
麺
、
肉
、
菓
子

惣
菜

冷
食
、
乳
製
品

ミ
ル
ク
、
コ
コ
ア

パ
ン
粉
、
小
麦
粉
、
こ
め
粕

く
ず
パ
ン

学
校
給
食
残
菜

パ
ン
、
病
院
残
さ
い

パ
ン
、
ラ
ー
メ
ン
、
菓
子

ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
、
米

パ
ン
、
菓
子

残
飯
、
残
菜

食
パ
ン
の
耳
（
パ
ン
粉
製
造
業
者
よ
り
）

主
食
用
パ
ン

Ｃ
Ｓ
Ｌ

パ
ン
、
卵
、
弁
当

野
菜
く
ず

な
し

Ｃ
Ｓ
Ｌ

パ
ン
、
卵
、
弁
当

野
菜
く
ず

な
し

パ
ン
の
耳

米
、
パ
ン
、
牛
乳

米
菓

パ
ン
く
ず
、
米
菓
く
ず

学
校
給
食
残
渣

菓
子
く
ず
（
せ
ん
べ
い
等
）

く
ず
大
豆

野
菜
く
ず
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食
品
製
造
副
産
物

余
剰
食
品

調
理
く
ず

農
場
残
さ

菓
子
く
ず

菓
子
く
ず

菓
子
く
ず

菓
子
く
ず

う
ど
ん
く
ず

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
液
、
中
華
ま
ん
生
地

パ
ン

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
、
菓
子
く
ず
、
廃
棄
小
麦
粉
ほ
か

パ
ス
タ

パ
ン

お
菓
子
く
ず
、
パ
ン
耳

パ
ン
の
耳

大
豆
皮

菓
子
、
ラ
ー
メ
ン

パ
ン
く
ず
、
き
な
粉
く
ず

チ
ー
ズ
、
パ
ン
く
ず

パ
ン
粉

パ
ン
、
菓
子
パ
ン
、
乾
麺
、
菓
子
類

ラ
ー
メ
ン
、
う
ど
ん
、
そ
ば

市
場
で
の
売
れ
残
り
余
剰
野
菜

野
菜
、
病
院
残
飯

米
粉

ヨ
ー
グ
ル
ト
、
牛
乳

麺
類
、
魚
系
練
り
物
、
大
豆
ホ
エ
ー
、
お
か
ら
、
酵
母
抽
出
液
、
カ
ス
タ
ー

ド
ク
リ
ー
ム

ド
ー
ナ
ッ
ツ
、
米
、
ジ
ュ
ー
ス
類
、
冷
凍
食
品
ジ
ュ
ー
ス
し
ぼ
り
粕

パ
ン
粉

う
ど
ん
、
ご
は
ん

野
菜
（
芋
ピ
ー
ル
、
カ
ッ
ト
野
菜

ポ
テ
ト
ピ
ー
ル
、
小
麦
粉
、
ミ
ッ
ク
ス
粉
、
大
豆
タ
ン
パ
ク

冷
食
残
さ
、
ウ
ズ
ラ
卵
、
う
ど
ん

餃
子
皮

会
社
社
員
の
残
飯

小
麦
、
米
粉

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

パ
ン
生
地

小
麦

米 小
麦
粉

米
飯
、
パ
ン
、
そ
ば

乾
麺
、
ゆ
で
麺
、
パ
ン
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト

菓
子
原
料

残
飯

パ
ン
、
肉
ま
ん
、
う
ど
ん
等
麺
類

パ
ン
、
プ
リ
ン
、
ゼ
リ
ー

カ
ッ
ト
野
菜
く
ず

小
麦
粉
、
デ
ン
プ
ン
、
菓
子

麺
、
パ
ン
、
ご
は
ん
、
牛
乳
、
惣
菜

パ
ン
粉

菓
子
く
ず

給
食
残
渣

パ
ン
、
菓
子
パ
ン
、
乾
麺
、
菓
子
類

パ
ン
、
米
飯
、
食
パ
ン
の
ヘ
タ
・
生
地
・
小
麦
粉
、
う
ど
ん

残
飯

パ
ン
類

残
飯

パ
ン
、
う
ど
ん
、
パ
ス
タ

残
飯

ケ
ー
キ
く
ず

パ
ン
粉
、
菓
子
粉

パ
ン
粉
生
地
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食
品
製
造
副
産
物

余
剰
食
品

調
理
く
ず

農
場
残
さ

パ
ン
、
麺
類
主
体
の
加
工
し
た
エ
コ
フ
ィ
ー

ド 小
麦
粉
、
フ
ス
マ
、
菓
子
粉
、
チ
ー
ズ
、
パ

ン
粉
（
パ
ン
）
、
ノ
ン
フ
ラ
イ
ラ
ー
メ
ン
、
ジ
ャ

ム
牛
乳
、
ホ
エ
ー
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

パ
ン
粉
、
菓
子
粉
、
小
麦
粉

パ
ン
く
ず
、
玉
子
焼
き
、
ご
ま
粕

パ
ン
粉

パ
ン

米
粕
、
米
ぬ
か
、
酒
ぬ
か

シ
ロ
ッ
プ

洋
菓
子
、
ワ
ッ
フ
ル
、
カ
ス
テ
ラ

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
等
の
乾
麺

パ
ン

ご
は
ん

酒
粕

給
食
、
パ
ン
、
弁
当

パ
ン
屑

パ
ン
屑
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
屑
、
ソ
ー
メ
ン
屑
、
ラ
ー
メ
ン
屑
、
粉
乳
屑

う
ど
ん
の
半
乾
燥
麺

製
薬
会
社
の
健
康
補
助
食
品
（
大
豆
が

主
原
料
）

お
か
ら
、
米
ぬ
か

豆
腐

残
飯

野
菜
く
ず
、
く
ず
米

と
う
ふ
粕
、
く
ず
米

賞
味
期
限
切
れ
食
品

黒
豆
く
ず

野
菜
く
ず

食
パ
ン
屑

パ
ン
粉

う
ど
ん

野
菜
く
ず

無
菌
米
飯
、
う
ど
ん
、
お
好
み
焼
き
、
チ
ャ
ー
ハ
ン
、
チ
ー
ズ
、
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、
そ
ば

コ
ロ
ッ
ケ
の
残
渣

パ
ン
粉
、
オ
リ
ー
ブ

乾
麺

ワ
イ
ン
オ
リ
粕

ブ
ド
ウ
、
ミ
カ
ン
、
イ
モ
等

食
パ
ン
屑

パ
ン
屑

パ
ン
、
菓
子
く
ず
、
米
ぬ
か
、
Ｃ
Ｓ
Ｌ

食
事
の
食
べ
残
し

パ
ン
残
さ
等

ビ
ス
ケ
ッ
ト
ミ
ッ
ク
ス

焼
酎
粕
、
シ
ロ
ッ
プ
粕
、
精
糖
蜜
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食
品
製
造
副
産
物

余
剰
食
品

調
理
く
ず

農
場
残
さ

パ
ン
生
地
、
パ
ン
耳

麺
や
米
飯
の
残
渣

ご
は
ん
、
食
パ
ン
の
耳

パ
ン
、
菓
子
粉

生
の
焼
酎
か
す

焼
酎
粕

里
芋
、
葉
物
野
菜

オ
カ
ラ

甘
藷

焼
酎
か
す

弁
当
、
お
菓
子

コ
ウ
ジ

カ
リ
ン
糖
な
ど
の
菓
子

冷
凍
餃
子
、
冷
凍
ハ
ン
バ
ー
グ
、
生
麺
、
パ
ン
屑
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

菓
子
、
パ
ン
粉

焼
酎
粕
、
野
菜
く
ず

麺
類
残
飯

パ
ン
く
ず

焼
酎
粕

レ
ス
ト
ラ
ン
く
ず

お
か
ら

パ
ン
屑
、
焼
酎
芋
屑

惣
菜
屋
の
食
品
残
差

油
、
天
か
す

焼
酎
粕
、
パ
ン
屑
ほ
か

パ
ン
く
ず

焼
酎
粕

パ
ン

パ
ン

パ
ン
粉
、
菓
子
粉
、
小
麦
粉

パ
ン
く
ず
、
そ
ば
粉
、
小
麦
粉
、
ア
ー
ム

油
、
甘
藷
か
す

食
事
の
残
り
物

野
菜
く
ず

パ
ン
く
ず

食
パ
ン
の
耳

学
校
給
食

野
菜
、
き
の
こ
、
昆
布
、
そ
の
他

ご
は
ん
、
麺
、
そ
の
他

給
食

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
品
残
渣

米
、
オ
カ
ラ
、
も
ろ
み
粕
、
パ
ン
の
耳

炊
飯
米
、
お
に
ぎ
り
、
惣
菜

野
菜
（
葉
も
の
）
、
惣
菜

お
か
ら

給
食
セ
ン
タ
ー
　
残
渣
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別
表
３
－
１
　
取
引
価
格
（
平
成
2
7
年
8
月
1
日
現
在
）

原
料
名
①

①
の
買
取

価
格
(円
/
ｋ

ｇ
）

原
料
名
②

①
の
買
取

価
格
(円
/
ｋ

ｇ
）

原
料
名
③

①
の
買
取

価
格
(円
/

ｋ
ｇ
）

原
料
名
④

④
の
飼
料
化

料
金
徴
収
価

格
(円
/
K
g)

原
料
名
⑤

⑤
の
飼
料
化

料
金
徴
収
価

格
(円
/
K
g)

原
料
名
⑥

⑥
の
飼
料
化

料
金
徴
収
価

格
(円
/
K
g)

パ
ン
粉

3
1
規
格
外
小
麦

2
4
飼
料
用
米

2
0

カ
ル
ビ
ー
、
じ
ゃ
が
り
こ

2
長
い
も

1
カ
ボ
チ
ャ

1
ビ
ー
ル
粕

2
0

小
麦
粉

3
5
菓
子
く
ず

1
5
ホ
エ
ー

0
ホ
エ
イ

5
コ
ロ
ッ
ケ

2
長
い
も

2
5
お
菓
子

2
0

も
な
か
か
す

0
ワ
ン
タ
ン
粕

3

食
パ
ン
耳

8
菓
子
パ
ン
生
地

3
パ
ン
屑

3
酒
粕

1

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
コ
ー
ン
ズ

1
0

ラ
ー
メ
ン

3
0
カ
レ
ー
粉

2
6
ミ
ル
ク
類

4
8

さ
つ
ま
い
も
現
物

4
ホ
エ
ー
現
物

1
米
粉
製
造
残
渣

2
0

菓
子
粉

2
5
干
い
も
残
渣

1
0

菓
子
く
ず

1
0
パ
ン

1
7
米
飯

5
ホ
エ
ー

2
￥

京
（
み
や
こ
）
1
号

ホ
エ
ー

1
米
飯

5
小
麦
粉

3
菓
子
、
ラ
ー
メ
ン

1
0

パ
ン
屑

1

パ
ン

3
パ
ス
タ

1
0
菓
子

2
蟻
酸

5
5

パ
ン

3
パ
ス
タ

1
0
菓
子

2
蟻
酸

5
5

パ
ン

3
パ
ス
タ

1
0
菓
子

2
蟻
酸

5
5

食
パ
ン
耳

1
0
フ
ス
マ

2
8
グ
ル
テ
ン

2
7

三
洋
エ
コ

く
ず
パ
ン

2
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原
料
名
①

①
の
買
取

価
格
(円
/
ｋ

ｇ
）

原
料
名
②

①
の
買
取

価
格
(円
/
ｋ

ｇ
）

原
料
名
③

①
の
買
取

価
格
(円
/

ｋ
ｇ
）

原
料
名
④

④
の
飼
料
化

料
金
徴
収
価

格
(円
/
K
g)

原
料
名
⑤

⑤
の
飼
料
化

料
金
徴
収
価

格
(円
/
K
g)

原
料
名
⑥

⑥
の
飼
料
化

料
金
徴
収
価

格
(円
/
K
g)

病
院
残
飯

2
0

パ
ス
タ

2
8

パ
ン

1
5

食
パ
ン
等

1
0
食
パ
ン
の
耳

1
4

パ
ン

3
パ
ス
タ

1
0
洋
生
菓
子

2
蟻
酸

5
5

パ
ン

3
パ
ス
タ

1
0
洋
生
菓
子

2
蟻
酸

5
5

エ
コ
フ
ィ
ー
ド

5
パ
ン
く
ず

5
米
菓
く
ず

菓
子
く
ず

2
0
大
豆
く
ず

菓
子
く
ず

3
0
菓
子
生
地

3
2

う
ど
ん
く
ず

1
0

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

2
2
パ
ン

2
中
華
ま
ん
生
地

6
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
液

3
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

2
3
パ
ス
タ

2
9

ク
レ
ー
プ

2
9

バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

2
2
パ
ン

2
パ
ス
タ

2
6

パ
ン
の
耳

1
5

小
麦
粉

2
0
ジ
ュ
ー
ス
類

0
.5
パ
ン
類

1
4

小
麦
粉

2
5
大
豆
タ
ン
パ
ク

3
6

焼
き
そ
ば
め
ん

1
5

タ
ン
パ
ク

3
5
菓
子

5
残
飯

1
0

パ
ン

1
3
肉
ま
ん

3
豚
肉
仕
上
げ

3
6

パ
ン

3
2

ラ
ー
メ
ン

2
0
パ
ン
粉

2
2
小
麦
粉

1
2

パ
ン
粉

3
2
菓
子
粉

4
5

パ
ン

2
0

ご
は
ん

4
パ
ン

0
酒
粕

2
0
0
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原
料
名
①

①
の
買
取

価
格
(円
/
ｋ

ｇ
）

原
料
名
②

①
の
買
取

価
格
(円
/
ｋ

ｇ
）

原
料
名
③

①
の
買
取

価
格
(円
/

ｋ
ｇ
）

原
料
名
④

④
の
飼
料
化

料
金
徴
収
価

格
(円
/
K
g)

原
料
名
⑤

⑤
の
飼
料
化

料
金
徴
収
価

格
(円
/
K
g)

原
料
名
⑥

⑥
の
飼
料
化

料
金
徴
収
価

格
(円
/
K
g)

コ
ロ
ッ
ケ

0
パ
ン
粉

2
A

8
0
B

6
2
C

6
0

米
ぬ
か

3
0
菓
子
く
ず

2
5
パ
ン

1
5

シ
ロ
ッ
プ
粕

3
精
糖
蜜

3
5

パ
ン
く
ず

1
4
麺
く
ず

1
生
の
焼
酎
粕

0
.8

パ
ン
屑

2
0
冷
凍
餃
子

1
0
生
麺

1
0

焼
酎
粕

1
魚
練
り
物

6
麺
類
残
飯

2
焼
酎
粕

3
パ
ン
屑

2
0
イ
モ
屑

1
食
品
残
さ

0

ミ
ル
ク

2
8
0
げ
ん
き
A
マ
ッ
シ
ュ

8
9
黒
豚
用

6
9

焼
酎
粕

3

パ
ン
粉

3
4
小
麦
粉

3
1
菓
子
粉

3
6

パ
ン
粉

3
7
そ
ば
粉

3
0
小
麦
粉

3
2

食
パ
ン

1
0
学
校
給
食

3

小
麦
粉

1
0
脱
脂
粉
乳

4
0
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別
表
３
－
２
　
取
引
価
格
（平

成
27
年
8月

1日
現
在
）

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
名

称
・
品
名
⑦

⑦
の
取
引

価
格
(円

/
K
g)

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
名

称
・
品
名
⑧

⑧
の
取
引

価
格
(円

/
K
g)

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の

名
称
・
品
名
⑨

⑨
の
取
引

価
格
(円

/
K
g)

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
含

む
配
合
飼
料
⑩

⑩
の
取
引
価

格
（
円
/
ｋ
ｇ
）

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
含

む
配
合
飼
料
⑪

⑪
の
取
引
価

格
（
円
/
ｋ
ｇ
）
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
含

む
配
合
飼
料
⑫

⑫
の
取
引
価

格
（
円
/
ｋ
ｇ
）

エ
コ
Ｂ

3
5

子
豚
用

5
4
.5
妊
豚
用

5
4
.3

名
前
な
し

2
0

エ
コ
フ
ィ
ー
ド

3
5

飼
料
米

2
0

配
合
飼
料

6
0

パ
ス
タ
粉

1
6
菓
子
粉

2
7

ス
コ
ー
ピ
オ
ン
S
K

食
品
残
さ

2
0

Ｆ
Ｅ
飼
料
Ｂ

5
.5

バ
イ
オ
パ
ー
ク

7
0

ア
ル
フ
ォ
ー

1
8
V
M
iX

3
2

パ
ン
粉

3
0
菓
子
粉

3
0

前
後
ス
ー
プ

3
ベ
ー
ス
H

8
3
マ
マ
8

5
9
マ
マ
7

1
6
2

前
後
ス
ー
プ

3
ベ
－
ス
H

8
3
マ
マ
8

5
9
マ
マ
7

1
6
2

前
後
ス
ー
プ

3
ベ
－
ス
H

8
3
マ
マ
8

5
9
マ
マ
7

1
6
2

V
-
M
ix

3
2

エ
コ
肉
豚

4
4

ア
リ
タ
子
豚

N
o
.1

1
8
N
o
.2

1
9
N
o
.3

1
0
子
豚

3
0
肉
豚

2
5
種
豚

2
8

1
8
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
屑

2
1
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エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
名

称
・
品
名
⑦

⑦
の
取
引

価
格
(円

/
K
g)

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
名

称
・
品
名
⑧

⑧
の
取
引

価
格
(円

/
K
g)

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の

名
称
・
品
名
⑨

⑨
の
取
引

価
格
(円

/
K
g)

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
含

む
配
合
飼
料
⑩

⑩
の
取
引
価

格
（
円
/
ｋ
ｇ
）

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
含

む
配
合
飼
料
⑪

⑪
の
取
引
価

格
（
円
/
ｋ
ｇ
）
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
含

む
配
合
飼
料
⑫

⑫
の
取
引
価

格
（
円
/
ｋ
ｇ
）

エ
コ
フ
ィ
ー
ド

5

エ
コ
フ
ィ
ー
ド

4

菓
子
粉

2
3
離
乳
用
ミ
ル
ク

1
5
0
脱
脂
粉
乳

5
0

前
期
・
後
期
ス
ー
プ

3
ベ
ー
ス
ミ
ッ
ク
ス
Ｈ
ス
タ
ー
タ
ー
8
3
マ
マ
8
ゴ
ー
ル
ド
リ
ッ
チ

5
9
マ
マ
7
マ
ス
タ
ー
前
期

1
6
2

前
期
・
後
期
ス
ー
プ

3
ベ
ー
ス
ミ
ッ
ク
ス
Ｈ
ス
タ
ー
タ
ー
8
3
マ
マ
8
ゴ
ー
ル
ド
リ
ッ
チ

5
9
マ
マ
7
マ
ス
タ
ー
前
期

1
6
2

せ
ん
べ
い
く
ず

3
0

菓
子
粉

2
.5

パ
ン
く
ず

5
チ
ー
ズ

1
子
豚
B

4
5
肉
豚
C

4
0

ヨ
ー
グ
ル
ト
ミ
ッ
ク
ス

3
0

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
（
リ
キ
ッ
ド
）

7
配
合

5
0

ド
ラ
イ
エ
コ
ミ
ー
ル

1
9

ハ
イ
パ
ー
リ
キ
ッ
ド

1

パ
ン
粉
、
菓
子
粉

8
パ
ン
粉
A
社

2
2
パ
ン
粉
B
社

1
0

パ
ン
粉

2
8
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エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
名

称
・
品
名
⑦

⑦
の
取
引

価
格
(円

/
K
g)

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の
名

称
・
品
名
⑧

⑧
の
取
引

価
格
(円

/
K
g)

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
の

名
称
・
品
名
⑨

⑨
の
取
引

価
格
(円

/
K
g)

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
含

む
配
合
飼
料
⑩

⑩
の
取
引
価

格
（
円
/
ｋ
ｇ
）

エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
含

む
配
合
飼
料
⑪

⑪
の
取
引
価

格
（
円
/
ｋ
ｇ
）
エ
コ
フ
ィ
ー
ド
を
含

む
配
合
飼
料
⑫

⑫
の
取
引
価

格
（
円
/
ｋ
ｇ
）

乾
麺

3
0

キ
ラ
ラ
ミ
ー
ル

3
0

パ
ン
屑

1
パ
ン
粉

3
8
ビ
ス
ケ
ッ
ト

2
2
ラ
ー
メ
ン
屑

2
0

く
ず
米

4
0
お
か
ら

2
0

プ
レ
ミ
ッ
ク
ス

2
5
0

エ
コ

2
7

ビ
ス
ケ
ッ
ト
ミ
ッ
ク
ス

7
0

焼
酎
粕
ド
ラ
イ

3
0
.5

尾
鈴
混
合
F
3

4
0

混
合
3

3
0

コ
ウ
ジ
飼
料

3
5

Ｈ
Ｚ
リ
キ
ッ
ド

3
8

リ
キ
ッ
ド
、
ス
ー
プ

7
子
豚
フ
リ
ー
、
H
M
リ
キ
ッ
ド
ベ
ー
ス4
5

パ
ン
く
ず

2
5

パ
ン

2

仕
上
げ

5
5

給
食
セ
ン
タ
ー
残
渣

0
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別表４　エコフィードの利用にあたっての課題
課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題

いろいろな情報を得たい。
施設改善する費用、貯蔵する施設等の費用負担がかかるので旧施設の農場では凍結もあり問題がある。
給与方法における設備投資
田舎にいるため入手困難
効率的な水分除去方法を開発しなければならない（水分除去して保存性をたもつ必要がある。）
輸送コスト
衛生面
安定的に入手できない。えさ箱、ラインの設備を新しく改造しなければならない（資金調達）。
酪農地域なので、デントコーン主体のTMRがあるので、デントコーンのサイレージ等を給餌できれば、とてもy使いやす
く、理にかなっているが、デントコーンやサイレージ給与のデータがなく情報が欲しい。
バイプロ調達、スープ工場の運営は自前では、コストや技術的にハイリスク。J.F.Eのような中間処理業者があれば胃
袋はある。運賃が主たるコストなので地方にあればよい。
現場での利用、配合は設備、人手の関係もあり、また、一部で差別化販売があり、飼料トレースがある。
利便性
・身近に適当なものがない。・エコフィードの品質に対して不安がある。・生産した場合、生産物に対して不安がある。
ノウハウがない
購入先が不明、形体、形状も不明。市販の配合飼料に、低価格のエコフィードを購入、混合し飼料コストの低減を図れ
ればと考える。バイプロ、エコフィードは保存方法・流通に課題が多い。当社は特定の供給先と産直取引（ブランド豚）なため、供給先
とエサの配合割合についてはコンセプトの合う飼料のみ給与することになる。当面利用する環境にはない。
ブレンドする施設や給餌ラインの増設が必要でありコストが嵩む。
エコフィードの品質と生産豚の品質に与える影響への不安
・数量確保の問題　・エコフィードの品質に対する不安　歩津生産豚の品質に対する不安
安定入荷ができるか課題
病原性の対応策を講じた状態での使用はありうる。
必要な量を確保出来る環境にない。
設備投資がない。食物残さがない。
肉の販売戦略上、理解が得られない。
質・量の安定
初期投資　継続的な原料の量と価格での調達　ノウハウ　人材
調達先
内容物が一定でない。水分が高い。
配合割合と要求率のバランス
安定的取得が困難である
使用してみたいとは想うが、いまのところあてがない。
本社は飼料メーカーであるため、１００％子会社は本社スライド全量配合、現在使用の配合飼料も米等の配合されてい
る。食べさせる手間と時間
エコフィードの給与の方法
原料と輸送コスト、浄化槽付加
原料を一定量コンスタントに確保が難しい。親会社との兼ね合い。
TPPにより相場が落ち込み配合飼料のみでは無理が来たときには考えたい。新たな設備が必要で初期投資が大き
い。肉質、設備
品質の安定化と絶対量の確保
今後の方針の①②はともに水分15％に換算した重量です。
給餌施設、保存性、糞尿の増加
肉質、設備
半ねり状態なので、給与に手間がかかる。
めんどくさい
安定した質、量が集らないため設備資金が負担になる。
エコフィード認証制度をとることで消費者が価値ある豚肉だという認識になるか疑問を感じる。
品質の安定性
原料の安定化。水分を少なくする方法。飼育方法の研究。品種の選定。食品工場との密なる連携体制。
飼料自給率を向上させるためにも、エコフィードの利用は必要と思えるが、未利用資源となる副産物の入手が困難とな
るなど背景と、利用する側の地理的条件や、施設等の問題がある。
飼料米は今後使っていきたいと思っている。量や生産者など未定なので一つ一つきめていく。生産者次第で条件が変
わるので利用は時間がかかると思う。今のところ業者購入は考えていない。地元であればなおより良しと思っている。
かえってコストがあがるような気がする
肉質の問題、ブランド豚の定義に反している。
肉質（アミノ酸・脂肪酸組成）の斉一性を維持できるか疑問
配合飼料に入っているのは知っているが詳しくは聞いていない。
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課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題
肉は食べてみるとおいしいのだが、しまりが悪いという難点があり扱いずらいということで利用が増えていかない。
安定して使用することが困難（原料入手など）
発育、肉質、手間、コスト
肉質、トレーサビリティ、初期コスト
配合飼料に比べ、栄養バランスが悪い・供与がやりずらい・肉質が悪い。
調達方法、ドライ加工
肉の味の問題と、消費者の中でエコフィードへの理解がまだ進んでいないところがある。これからも海外との肉の差別
化をする上で、肉質が高くなければいけないと考える。
繁殖なので
繁殖なので
肉質の問題の解決が急務
成分の安定性、配合飼料との混合に手間
施設の整備、そして規模の問題、費用対効果が取組に大きく関係してくるものと思われる。総じて大規模経営ほど有利
（メリットが出やすいもの）と思われる。小さな経営者は、エコフィード原料（調整品）を配合飼料に混合して使用する方
栄養設計と安全性、枝肉のバラツキの問題など
給餌方式など、不明な点が多い。
飼料として安定した製品にするための予算及び行政支援（まだまだ廃棄される量の方が多い）
・リキッドの場合は給与方法がドライ給餌と異なるので設備が別。自家配であればドライ飼料も使えるが、出来た自家
配飼料のコストと飼料としての質のレベルが重要である。十分検討の要あり。
設備、労働力、肉質等総合的に判断すると利用の予定はない
ブランド豚で飼料が決まっている
繁殖のため
ＧＰなので
各エコフィードの嗜好性が不明（味付けのないせんべいは、当センターでは豚食べず）、生大豆は、アミノ酸分解阻害
エコフィードを利用すると肉の味が落ちるようで、国内豚肉生産者として利用に対してためらう。
肉質の管理（維持）が難しい。
原料の定期的な調達
肉質の管理（維持）が難しい。
飼料米と同様に使うことによってメリットが多くあれば使う方向にいくと思う。
配合内容・成分表等が明確でなく、配合飼料会社相当の信用がない。提供された成分表では、TDN・CPともに不足で
ある。与えてはいけないものがあると少しずつわかってきた（香辛料（肉へのニオイ移り）、アルコール（酔っ払った）。タンパク
原料が確保しづらい。時期によって出る量の波がある
供給が不安定
原料の均一化
ブランド豚として生産しているため飼料プログラムが決まっている
ＴＰＰの影響を受け、豚価が下がることは大きな損害をもたらすので、飼料価格を下げるためにも、飼料価格を下げる
ためにも飼料米、エコフィードは必要。ただ、安定した現在の豚の食味やしまりを考えると、良い豚ができるかは疑問で
処理、調整に労力がかかるため限られた人数の中で作業をこなすのは限度がある。
入手の困難さと、鮮度の問題
供給量に対する残渣の調達量、消費期限、臭気
リキッドの場合、糞尿処理、機械等のメンテナンス（高い）、残渣の安定。※エコフィード認証を受けてもメットが見えな
い。肉質、皮質にバラツキが多い。供給量も安定しない。
安定供給
豚の飼料として活用するのだから廃棄物扱いはなくすべし。廃棄物の範疇から外れることで全国で活用が推進される。
実験的に飼養しているので、小規模で少数飼育のため、今後とも利用見込みはない。
①常時、定量、定率でやるのが難しい。（大量に余ったり、不足したりする。）②チーズブロックでくる場合、粉砕に手間
取る（ラーメンも）③ブロック状のものをリキッドに入れて送る際配管途中で詰まる。④ラーメン等を、自家配合にする
齋、一度、荒粉砕する手間がいる。⑤自家配合後、エサカーにいれて、各豚舎に配る手間が面倒くさい。人手、時間が
かかる。
価格があわない。品質保持が困難。
供給の安定性、給与施設の変更
量を増やすと格付けが下がる
取引量が一定しない。
価格と設備費
乾燥に手間がかかる。
市販配合飼料に混ぜられるように
エコ認定の手続きと、手数料が煩雑で代金が高額すぎる。
毎日集まる量、魚などに臭いのするものの割合が違う。水分が多いので作業が大変。
回収・・・外注するとコストがかかるので自社回収が望ましいが、人手が不足すると難しい。保存・・・生ものはその日に
使いたいが、給与量も限界がある。販売先との契約生産（ブランド化）しているため、使用できる原材料の使用制限がある。
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課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　題
販売先との契約生産（ブランド化）しているため、使用できる原材料の使用制限がある。
母豚のボディーコントロール及び栄養不足を補うため、１母豚に対しての袋詰めをし、適正量で添加。栄養不足はサプ
リメントで対応。１母豚の袋詰めが手間である。
どのように利用して良いのか不明、検討中。
コスト
環境がない。
肉質に影響を及ぼすエコフィードは、ブランド豚の場合、制約がある。
大規模農場にほぼ原料をとられ、小規模農場には回ることがない。
調達方法がわからない。
情報がない。企業との接点。
現在使用しているエサ箱は配合飼料しか使用できないタイプなのでエサ箱を設置しなければいけないこと。
飼料米と同様、自分でしようと思ったらそれに対する設備がいる。それと調達先をキチンと見つけられるかが問題
管理・保管・品質においてトウモロコシよりブレが大きい。穀物をたべさせた方が肉質がうまいと思っている。浄化槽や
給飼設備の負担が少ない。
規模拡大をしたため、人材の育成に精いっぱいで、新しいことに取り組む余裕がない。ある程度、確立したものならば
取り組むかもしれない。個人では作ることも機械導入も無理なので、販売やリースなどがあれば考える
設備投資も人手もない
食品残さが少ない地方では取り組みが難しい。また、価格のつり上げにつながる可能性がある。運賃も高いので取り
組みが中々進まないのが現状です。発生量が年々減少してきている
設備、効果
成分の安定、手間が問題
入荷が不定期である。単価が上昇してきている。
水分量の多い食品残渣を使用したい。チッパー・撹拌機を購入したいのだが、資金不足の為、考慮中である。
メリットの方が見えない。もし認証さらた場合、販売先はどうする？

42



43



44



45



46



47



48



49



50


	①1.表紙・始めに・目次（国内由来米）
	R②国内由来飼料原稿
	③別表１
	④別表２
	⑤別表３－１
	⑥別表３－２
	⑦別表４
	R⑧国内由来飼料調査票(完成版）ホームページ掲載用
	空白ページ



